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中
国
語
講
座
訪
問
記
② 

真
田
紀
子 

２
月

２７

日
（
金
）
午
後
８
時
ご

ろ
、
大
元
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る

中
国
語
講
座
中
級
ク
ラ
ス
の
授
業

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
講
師
は
烏

蘭
老
師
で
す
。 

 

出
席
者
は
３
名
で
、
こ
の
ク
ラ
ス
も

全
員
女
性
で
し
た
。
中
国
語
講
座
の

受
講
生
の
２６

％
が
男
性
で
す
か

ら
、
平
均
１
ク
ラ
ス
に
１
人
ぐ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

使
わ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、
「
中

国
語
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
い
う
月
刊
誌

で
し
た
。
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
日
本
人
が
興
味
を
持
ち
そ
う

載
し
て
あ
る
よ
う
で
し
た
。
偶
然
、

受
講
生
の
二
人
が
購
読
し
て
い
て
、

取
り
上
げ
る
内
容
の
ペ
ー
ジ
を
、
持

っ
て
い
な
い
人
に
は
コ
ピ
ー
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
Ｃ
Ｄ
付
き
で
１
２
８
０

円
は
安
い
と
思
い
ま
し
た
。
井
原
さ

ん
は
、
よ
く
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
い
る
そ
う

で
、
見
事
な
発
音
で
し
た
。
後
で
お

話
を
聞
い
て
み
る
と
、
最
近
ま
で
中

て
み
ま
す
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

後
は
皆
さ
ん
、
ピ
ン
イ
ン
を
振
っ
て
い

な
い
文
を
、
（
時
々
老
師
が
四
声
を

直
さ
れ
ま
す
）
読
み
上
げ
て
い
か
れ

ま
す
の
で
、
と
て
も
私
に
は
理
解
で

き
ま
せ
ん
。 

授
業
の
後
、
少
し
お
話
を
し
ま
し

た
。
井
原
さ
ん
か
ら
の
大
変
あ
り
が

た
い
指
摘
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
こ
の
講
座
を
見
つ
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、
“
岡
山 

中
国
語 

教
室
”で
検
索
す
る
と
日
中
友
好
協

会
岡
山
支
部
の
講
座
は
大
変
後
に

出
て
く
る
そ
う
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
“
教
室
”で
す
。
私
た
ち
は
“
講
座
”

と
呼
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ま
っ
た
く
気

が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
考
に
し

ま
す
。 

ま
た
、
竹
内
さ
ん
か
ら
「
初
級
の

方
が
、
一
向
に
中
級
に
進
ん
で
こ
ら

れ
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
」

と
い
う
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
変
更
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。
皆
さ
ん
の
中
国
語
講
座
で

す
。
ど
ん
ど
ん
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

を
持
っ
た
１１
人
の
判
断
を
覆
し
て
い

く
過
程
で
数
人
の
陪
審
員
の
生
活

体
験
が
有
罪
の
思
い
込
み
に
反
映
し

て
い
る
こ
と
も
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
映
画
の

舞
台
が
せ
ま
い
部
屋
１
室
（
ト
イ
レ

も
短
時
間
あ
り
ま
し
た
が
）
で
、
こ

れ
ほ
ど
の
感
動
を
与
え
る
ス
ト
ー
リ

１２
人
の
う
ち
１１
人
が
有
罪
の
評

決
を
す
る
が
、
一
人
が
有
罪
に
疑
問

を
呈
す
る
。
そ
の
一
人
の
的
を
射
た

た
疑
問
が
２
人
の
証
人
の
思
い
込
み

を
暴
い
て
い
く
ス
ト
ー
リ
は
見
る
人

の
注
意
を
逸
ら
せ
な
い
も
の
で
し

た
。
ヘ
ン
リ
ー
フ
ォ
ン
ダ
演
ず
る
陪
審

員
の
合
理
的
な
疑
い
が
有
罪
の
心
証

を
作
ら
れ
た
方
々
に
驚
嘆
し
ま
す
。 

雄
弁
家
で
も
何
で
も
な
い
１２
人

の
市
民
が
真
実
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
、
民
主
主

義
と
社
会
に
、
進
歩
を
確
信
す
る
こ

と
の
で
き
る
映
画
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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国
上
海
に
住
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
、
納

得
し
ま
し
た
。 

 

た
ま
た
ま
、
こ
の
日

の
ペ
ー
ジ
は
、
中
国
で

良
く
使
わ
れ
る
慣
用

句
の
よ
う
で
し
た
。 

 

「
行

行

出

状

元

」

（h
a

n
g
h

a
n

g
 

ch
u

 

z
h

u
a

n
g
 

y
u

a
n

）
（
商

売
は
道
に
よ
っ
て
賢

し
、
ど
の
職
業
に
も
出

世
す
る
人
は
い
る
）
こ

の
文
章
は
老
師
が
板

書
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
書
き
取
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
帰
っ
て
か

ら
電
子
辞
書
を
引
い

な
今
の
中
国
の
話
題
（
例
え

ば
芸
能
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
）
か
ら
、
中
国
語
の
勉

強
に
使
え
る
情
報
ま
で
掲

よおこそ おいでんさった 

駐大阪総領事 鄭祥林先生 
 ２月２０日（金）ホテル・オークラ岡山で歓迎パーティがありました。

新任の鄭先生と副領事、領事ら５人が壇上に上がって紹介されま

した。８５人が参加し、石井県知事の歓迎のあいさつのあと、新総

領事は達者なニホン語で、次のように話されました。「去年は中日

関係で大きなことが三つありました。第一は、胡錦涛国家主席と福

田総理とのあいだで共同声明が調印され、信頼と互恵のきずなを

強くしました。中日は仲良くすれば互いに発展し、喧嘩をすればど

ちらも損します。中国１３億の人民を８億の農民が支えています。第

二は四川大地震、第三はオリンピック、どちらも日本のみなさんの

熱い友情で助けました。」 

鄭先生は、東京の大使館で 1９75年から 1980年、1986年から

1989年、1994年から 1998年に勤務された日本通です。 

                        竹内和夫 

反
戦
・平
和
・名
作
映
画
上
映
会 

映
画
「
１２
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
」
を
観
て 

赤
澤 

治 

中
国
と
岡
山
県
下
の 

友
好
交
流
都
市 

（岡
山
県
華
僑
・華
人
総
会
の
資
料
よ
り
） 

 

岡
山
市
・洛
陽
市
（河
南
省
） 

１
９
８
１
年
４
月
６
日
～ 

 
 

２８
年
目 

 

新
見
市
・信
陽
市
獅
河
区
（河
南
省
） 

１
９
９
２
年
４
月
１６
日
～ 

 

１７
年
目 

 

岡
山
県
・江
西
省 

１
９
９
２
年
６
月
１
日
～ 

 
 

１７
年
目 

 

和
気
町
・嘉
定
区
（上
海
市
） 

１
９
９
２
年
１０
月
１５
日
～ 

１７
年
目 

 

玉
野
市
・九
江
市
（江
西
省
） 

１
９
９
６
年
１０
月
５
日
～ 

 

１３
年
目 

 

倉
敷
市
・鎮
江
市
（江
蘇
省
） 

１
９
９
７
年
１１
月
１８
日
～ 

１２
年
目 

 

吉
備
中
央
町
・
淮
安
市
楚
州
区
（
江
蘇

省
） 

１
９
９
９
年
１
月
２６
日
～ 

 

１０
年
目 

 

真
庭
氏
・瑞
金
市
（江
西
省
） 

２
０
０
１
年
１
月
１６
日
～ 

 
 

８
年
目 

 

浅
口
市
・高
安
市
（江
西
省
） 

２
０
０
５
年
９
月
２６
日
～ 

 
 

４
年
目 



 

玉
島
協
同
病
院
に
は
、
「
共
歓
共

苦
」
と
い
う
額
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
９
５
７
年
３
月
１
日
水
島
で
の

講
演
が
終
わ
っ
て
、
内
山
さ
ん
は
当

時
水
島
に
あ
っ
た
佐
藤
義
信
先
生

（故
人
）の
家
で
一
泊
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
晩
、
日
中
友
好

協
会
水
島
支
部
の
幹
部
数
人
が
佐

藤
先
生
宅
に
寄
っ
て
、
内
山
さ
ん
を

囲
ん
で
懇
談
し
ま
し
た
。 

内
山
さ
ん
は
、
も
う
七
十
歳
を

超
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
当
に

気
さ
く
な
方
で
初
対
面
の
若
い
私
な

ど
に
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
水
島
協
同
病
院
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
ま
し
た
の
で
、

私
が
「
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の

人
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
て
、
医
療
従

事
者
と
手
を
た
ず
さ
え
て
作
っ
た
病

院
で
す
」
と
そ
の
成
り
立
ち
を
お
話

岡山県九条の会ニュース      №4１     09年 2月 28日（土） 

秋の「県民のつどい」9 月 19 日(土)に、岡山市民会館で 

出演者決まる 

藤本義一氏(作家)、小森陽一氏（「九条の会」事務局長）、きたがわてつ氏（フォークソング歌手） 

 

「活かせ九条！県民のつどい」（仮称）実行委員会結成のご案内 

下記により実行委員会を立ち上げます。総選挙がらみと年度末のご多忙な時期で恐縮ですが、多数ご参加くださ

いますようご案内いたします。 

 日 時：  09年 3月 29日（日）10時 30分～正午まで 

 会 場：  岡山市岡西公民館 

 対 象：  各地域･分野･職場九条の会、平和･民主･市民･文化･労働各団体および個人 

 

各地の動き 

科学者九条の会･岡山、創立 3周年記念講演会のご案内 

 日時と会場：09年 3月 13日（金）16時～18時（続いて懇親会） 岡山大学文法経 10番講義室  

   講  演：川口 創さん（自衛隊イラク派兵差止名古屋訴訟弁護団） 

        大石和昭さん（自衛隊イラク派兵差止岡山訴訟弁護団） 

   連帯挨拶：水野三重子さん（岡山県九条の会発起人）   参加費：無料 

 

高梁 9条の会、「結成４周年市民のつどい」記念講演会のご案内 

   日時と会場：09年 5月 10日（日）14時から 16時  高梁総合文化会館 

   講   演：池住憲義さん（自衛隊イラク派兵差止名古屋訴訟原告団長） 

   参  加  費：無料 

 ※ 講師の池住さんは 9 日（土）午後から参加できます。10 日午前を含め講演希望の団体は事

務局まで。 

 

倉敷 9条の会、平和カルタ作品展と中村昭夫遺作展 

 例年憲法９条年賀状展を開催していましたが、今年は標記の名称で開催、平和と９条をテーマと

したいろはカルタの読み札を会員から募集、好評でした。２月 19日～22日まで、入場者 281人で

した。  

 

1 月～ 2 月各九条の会の活動報告を 3 月 7 日までに事務局へお願いします。

Tel/fax086-424-9764 

し
し
ま
す
と
、
大
変
感
心
さ
れ
て

「
新
中
国
も
、
名
も
な
い
人
民
大
衆

が
立
ち
上
が
っ
て
自
分
た
ち
の
国
を

つ
く
っ
た
の
で
す
」
と
言
わ
れ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と

す
ぐ
そ
の
場
で
「共
歓
共
苦
」と
い
う

書
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
で

す
か
ら
こ
の
「
共
歓
共
苦
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
内
山
さ
ん
の
協
同
病
院
や

新
中
国
へ
の
熱
い
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
づ
く 

内
山
完
造
さ
ん
の
こ
と 

そ
の
２ 

 

─
没
後
５０
周
年
に
寄
せ
て─

 
日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
理
事
長 

栗
本
泰
治 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
１１
日
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

晩年の内山完造氏 

日中友好協会岡山支部 第８０回 

日中文化講座 
講演：「いまの中国をどう見るか」 

─映画・漫画を通して─ 

講師：石子 順 

（映画評論・漫画評論家・日本漫画家協会参与・

日本中国友好協会副会長） 

 

日時：５月１６日（土）午後２時～４時 

会場：県立図書館（２階多目的ホール） 

参加費：５００円 

 

【講師プロフィール】  

 漫画評論家、映画評論家。昭和１０年京

都市生まれ。昭和 28年中国から帰国。東

洋大学文学部卒。中国映画の字幕翻訳

を経て、映画評論活動を始める。昭和４２

年に手塚治虫と出会い、漫画研究を始

め、以後手塚氏と交流。前和光大学表現

学部教授。著書に『手塚治虫 未来から

の使者』（童心社）など。ちばてつや、森

田泰次たちとの共著『中国からの引揚げ

少年たちの記憶』で第６回文化メディア芸

術祭特別賞受賞。 

 

 

☆ チケットができました、大勢お誘い合

わせてご参加ください。☆ 


